
平
成
三
十
年
一
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

二

八

号

業
務
に
営
業
活
動
が
含
ま
れ
る
労
働
者
に
対
す
る
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
適
否
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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業
務
に
営
業
活
動
が
含
ま
れ
る
労
働
者
に
対
す
る
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
適
否
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
百
四
十
一
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
示
さ
れ
た
、
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
要
綱
（
諮
問
時
か
ら
の
変
更
点
を
反
映
さ
せ
た
も
の
）
」
（
以
下
、
「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
「
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
」
の
対
象
業
務
の
追
加
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
、
以
下
、
質
問
し
ま
す
。

一

業
務
の
一
部
が
営
業
で
あ
る
労
働
者
に
対
し
、
現
行
の
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
合
法
と
な
る
可

能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
条
件
を
示
し
て
下
さ
い
。

二

「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
」
で
業
務
が
追
加
さ
れ
た
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
、
業
務
の
一
部
が
営
業
で
あ
る
労

働
者
に
対
し
適
用
す
る
こ
と
が
合
法
に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
条
件
を
示
し
て
下

さ
い
。

三

一
で
は
合
法
で
は
な
い
が
、
新
た
に
二
で
合
法
と
な
る
一
部
の
業
務
と
し
て
の
営
業
は
、
ど
の
よ
う
な
営
業
で
す
か
。

四

業
務
の
一
部
と
し
て
、
個
人
を
対
象
と
す
る
営
業
と
、
法
人
を
対
象
と
す
る
営
業
を
担
当
し
て
い
る
労
働
者
に
対
し
て
、

現
行
の
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
合
法
と
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
可
能
性
が
あ
る
場
合
に

一



は
、
そ
の
条
件
を
示
し
て
下
さ
い
。

五

「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
」
で
業
務
が
追
加
さ
れ
た
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
、
業
務
の
一
部
と
し
て
、
個
人
を

対
象
と
す
る
営
業
と
、
法
人
を
対
象
と
す
る
営
業
の
両
方
を
担
当
し
て
い
る
労
働
者
に
対
し
適
用
す
る
こ
と
が
合
法
に
な
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
条
件
を
示
し
て
下
さ
い
。

六

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
弁
当
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
店
の
店
長
は
、
「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
」
で
業

務
が
追
加
さ
れ
た
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
得
ま
す
か
。

七

裁
量
労
働
制
の
適
用
に
つ
い
て
、
過
去
五
年
間
で
、
労
働
基
準
監
督
署
が
、
実
際
の
労
働
時
間
が
、
設
定
さ
れ
た
み
な
し

労
働
時
間
に
比
べ
て
短
い
こ
と
に
つ
い
て
事
業
所
に
指
導
し
た
件
数
を
、
一
年
ご
と
に
示
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
み
な
し
労

働
時
間
が
適
正
か
否
か
を
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
監
視
や
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
示
し
て
下
さ
い
。

八

二
〇
一
七
年
十
二
月
に
東
京
労
働
局
が
是
正
勧
告
を
行
っ
た
野
村
不
動
産
の
事
案
は
、
「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
」

で
業
務
が
追
加
さ
れ
た
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
で
は
、
是
正
勧
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
。
政
府
の
認
識
と
そ
の
理
由
を

示
し
て
下
さ
い
。

二



九

野
村
不
動
産
の
事
案
等
か
ら
、
現
状
で
も
裁
量
労
働
制
が
適
切
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
ら
れ
る
中
で
、
裁
量
労
働
制
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
不
適
切
な
適
用
を
増
大
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
関
す

る
政
府
の
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

十

裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
に
つ
い
て
、
検
証
の
結
果
、
そ
の
適
用
が
違
法
で
あ
り
無
効
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
当
該
期
間
の
残
業
代
の
支
払
い
を
行
う
以
外
に
、
事
業
主
に
罰
則
の
適
用
等
は
あ
り
ま
す
か
。

十
一

特
定
高
度
専
門
業
務
・
成
果
型
労
働
制
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
に
つ
い
て
、
基
準
年
間
平
均
給
与
額
の

三
倍
の
額
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
と
は
い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
賃
金
に
は
、
残
業
代
や
業
績
給
は
含
ま
れ
ま
す
か
。
も

し
含
ま
れ
る
場
合
、
つ
ま
り
、
基
本
給
は
六
百
万
円
程
度
で
も
、
残
業
代
等
が
多
く
、
年
収
が
基
準
年
間
平
均
給
与
額
の
三

倍
の
額
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
で
あ
れ
ば
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

十
二

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
適
用
さ
れ
た
労
働
者
が
、
適
用
後
に
年
収
が
下
が
り
、
基
準
年
間
平
均
給
与
額
の

三
倍
を
下
回
っ
た
場
合
、
自
動
的
に
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
適
用
か
ら
外
れ
ま
す
か
。

右
質
問
す
る
。

三


